
造血幹細胞移植の年次実績（1989年～2021年度）

2013年
年間移植数40例を突破

当科は多数の多施設共同研究に参加し、様々な血液悪性腫瘍の

最先端治療を行っています。

急性白血病・悪性リンパ腫・多発性骨髄腫・骨髄異形成症候群

の臨床試験・治験なども積極的に行っています。

慢性骨髄性白血病は国内有数の治療症例数を誇っています。

血液悪性腫瘍以外にも、再生不良性貧血、特発性血小板減少性

紫斑病などの血液疾患も数多く診療しています。

1986年より開始した造血幹細胞移植は豊富な経験数があり、

日本骨髄バンク、日本さい帯血バンクとも連携し、骨髄移

植、末梢血幹細胞移植、臍帯血移植、HLA半合致移植など

様々な造血幹細胞移植を行っています。稀少疾患である

POEMS症候群に対する自家移植を多数行っているのも当院

の特色です。

また、2021年よりがん免疫療法であるCAR-T細胞療法も

行っています。

※2021年1月1日から2021年12月31日までの新規入院数を算出

入院診療実績（2021年度）

のべ入院患者数
360名

悪性リンパ腫
122名

急性白血病
95名

多発性骨髄腫
44名

骨髄異形成症候群
32名

POEMS症候群
14名

再生不良性貧血
1名

骨髄バンクドナー
18名

その他
34名


